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本研究では，学校教育における教育 DX を推進する人材育成を目指し，教員養成学部に所属する大学

生を対象として AI の活用に必要な資質・能力の育成をねらいとする授業提案を試みた．提案する授業

は MDASH のリテラシーレベルに認定されている科目を参考に，生成 AI の体験，AI の基本的な仕組み，

AI の安全で効果的な利用，提言の交流で構成した．今後は，授業実践に基づく検証が必要と考える． 

 

１．はじめに 

昨今の著しい技術の進展は，様々な分野や組織

に変革をもたらしている(1)．例えば，教育現場に

おいては最新の ICT 機器の導入により，授業デザ

インや提出物の管理，保護者との連携等の在り方

が根本的に変化することが予想される．このよう

な教育におけるデジタル・トランスフォーメーシ

ョン（以降，教育 DX とする）の潮流が，わが国の

教育界に形成されつつあるといえる． 

教育 DX の推進に向けて，文部科学省はデータ内

容の規格及び技術的な規格を揃えるデータの標準

化を進めている(2)．標準化された教育データの活

用には，データサイエンスや人工知能（以降，AI

とする）が有効であると考えられている．わが国

は，AI を有効かつ安全に利用できる社会の構築を

目指しており(3)，AI 時代に対応した人材を育成す

る教育改革を推進している(4)．この教育改革にお

ける具体目標には，文理を問わず全ての大学が，

課程にて初級（リテラシー）レベルの数理・デー

タサイエンス・AI を習得させることが示されてい

る(4)．したがって，教員養成課程においても，教

育 DX の推進に資する AI を柔軟かつ適切に活用で

きる人材の育成に努める必要がある． 

学校現場における AI の活用が期待される一方

で，石田ら(5)は教員養成課程に所属する大学生の

過半数が，学校現場で AI を活用することについて

否定的な意見をもっていることを報告しており，

その中で AI を教育現場へ導入する際に混乱が生

じる可能性を危惧している．そして，この混乱の

抑制には，教員を志望する学生を対象として，AI

と教職との関係についての見解等を把握し，進展

を続ける AI に対する知識や意識を更新する重要

性を示唆している． 

そこで本研究では，教育 DX を推進する人材の育

成を目指し，教員養成学部に所属する大学生を対

象として，学校教育における AI の活用に必要な資

質・能力の育成をねらいとする授業提案を試みる．

なお，提案授業の主な対象は，義務教育に携わる

教員を志望する学生である．そのため，AI の仕組

みやアルゴリズム等に関する内容は，小学校や中

学校での活用を前提とする基本的な部分に限定す

る．また，本研究において活用を考える AI は，学

校での業務全般と親和性が高いと思われる文章や

画像の生成 AI とする． 

 

２．提案授業の構想 

2.1 提案授業の位置づけ 

提案授業は，「データ科学と社会Ⅱ」において 1

講義（90 分）で実施する．データ科学と社会Ⅱは，

山口大学が 2018年度から開講している 1年次の殆

どの学生が受講する共通教育科目であり，数理・

データサイエンス・AI教育プログラム（以降，MDASH

とする）（リテラシーレベル）に認定されている．

この科目では，データサイエンスについての理解

を深めるため，データから新しい知識や事実を得

る方法論や実社会でのデータサイエンス活用事例

等を解説していることから，本研究の授業実践に

適していると考えられる． 

2.2 学修活動の検討 

提案授業と同様に MDASH のリテラシーレベルに

認定されている科目を参考にして，講義内容を検

討する． 

辻(6)は，文系学生にとって自然言語データの活

用が困難であるとしながらも，講義の中にハンズ

オン（体験学習）の時間を設けることで興味・関

心を持たせることができることを示唆している．

二瓶ら(7)は MDASH の授業展開にオンライングルー

プワークのような学び合いを取り入れることで，
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授業の達成度が向上することを明らかにしている．

巳波(8)は，様々な事業領域において業務の強化や

効率化のために AI を使いこなせる人材の育成こ

そが急務であり，「AI を使って何かをする」とい

う意識を持たせる必要性を指摘している． 

以上のことから，提案授業にはハンズオンを通

して体験的に AI を理解する活動や学生同士の学

び合いの機会を設けることが有効であると考えら

れる．また，AI を学校現場においてどのように活

用したいかを明確に意思表示させることが重要で

あると判断できる． 

 

３．提案授業の指導計画 

提案授業の学修内容を学生の主な学修活動と対

応させて表 1 に示す． 

 

表 1 提案授業の指導計画の概要 

学修内容 主な学修活動 

生成 AI の 

体験 

・文章生成 AI とのチャットを行う 

・画像生成 AI を用いたロゴ制作を

行う 

AI の基本的

な仕組み 

・AI の歴史と分類を知る 

・AI のアルゴリズムを知る 

AI の安全で

効果的な利用 

・プログラミング的思考に基づく

プロンプトを知る 

・情報セキュリティや情報モラル

に配慮した生成 AIの活用につい

て考える 

提言の交流 ・学校教育における生成 AI の活用

について提言する 

・提言の内容を交流する 

 

提案授業では，はじめに，学生は文章を生成す

る AI と画像を生成する AI を活用したサービスを

体験する．具体的には，ChatGPT(9)を利用しての任

意の話題によるチャットと Canva(10)を利用した学

級ロゴの制作である．次に，AI の基本的な仕組み

として，学生は AI の歴史や主な分類についての概

説を受ける．また，AI の基礎的なアルゴリズムに

ついて先の体験と関連づけた解説を受ける．さら

に，生成 AI を学校教育において効率的・効果的に

活用できるように，プログラミング的思考に基づ

くプロンプトの記述や，安全に利用するために必

要な知識や考え方の解説を受ける．最後に，学生

は講義のまとめとして，学修内容を踏まえた学校

教育における教育 DX を推進するための生成 AI の

活用についての提言をまとめ，交流する． 

 

４．おわりに 

本研究では，学校教育における教育 DX を推進す

る人材育成を目指し，教員養成学部に所属する大

学生を対象として AI 活用に必要な資質・能力の育

成をねらいとする授業提案を試みた．提案授業は，

MDASH のリテラシーレベルに認定されている科目

を参考にして，ハンズオンを通して体験的に AI を

理解する活動や学生同士の学び合いの機会を設け

た．また，AI を学校現場においてどのように活用

したいかを明確に意思表示させる提言の場を設定

した．今後は，授業実践に基づく有効性の検証と

指導計画の改善に取り組む所存である． 
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